
福岡県

平成２５年１２月

（都）長溝線 単独立体交差事業

大牟田市

様式３



（都）長溝線は、国道208号と県道大牟田川副線をＪＲ鹿児島本
線、西鉄大牟田線と交差し、大牟田エコタウンなどが立地する
臨海部と中心市街地とを接続する幹線的な路線であり、交通量
が多く、踏切遮断時間が長いことから、慢性的な交通混雑を引
き起こしている。本事業により、鉄道との交差を立体交差化（ア
ンダーパス）することで、踏切による交通混雑の緩和と、安全な
交通環境の形成、広域交流・産業支援の促進強化に寄与する。

事 業 目 的

事業名称 ： （都）長溝線 単独立体交差事業
路 線 名 ： （都）長溝線
事業箇所 ： 大牟田市日出町～大牟田市明治町
事業延長 ： L=６９７ｍ
幅 員 ： W=２０．０ｍ
事 業 費 ： 約６０億円
事業実施期間 ： 平成１１年度～平成２４年度

本路線は、大牟田市に位置し、一般国道208号を起点とし
て、西鉄天神大牟田線、ＪＲ鹿児島本線を立体交差化（アン
ダー）し、主要地方道大牟田川副線に至る、延長６９７mの幹
線道路であり、本市内の大牟田エコタウン（リサイクルセン
ター等）が立地する臨海部と中心市街地とを結ぶ機能を有
すると共に、鉄道と立体交差化されることで、交通混雑を解
消し、安全な交通環境を実現する、重要な道路である。

事 業 概 要



事 業 位 置 図

対象区間 ：起点/大牟田市日出町2丁目 終点/大牟田市日出町3丁目

計画延長 ：Ｌ＝０．７０km

計画幅員 ：Ｗ＝８.０(２７．０)ｍ、2車線

道路規格 ：第4種第2級 設計速度 ：40ｋｍ/ｈ



全体図（平面図・側面図・横断図）

計画平面図・アンダー部横断図

延長L=697ｍ 幅員W=20.0m

ＪＲ、西鉄、三井 鉄道アンダー部



「その他の事業効果」

（都）長溝線の整備効果アピール資料

○事業概要

事業名称：（都）長溝線 単独立体交差事業

路 線 名：（都）長溝線

事業箇所：大牟田市日出町～大牟田市明治町

事業延長：L=６９７ｍ

幅 員：W=２０．０ｍ

事 業 費：約６０億円

事業実施期間：平成１１年度～平成２４年度

○交通混雑の緩和
踏切遮断時間２５分／時→０分／時
○市街地の通過交通を排除
新栄町前後の踏切２か所から、
１,５００台が転換
○踏切事故件数の減少
１６件（H19~H21）→０件
○物流ネットワークの確保
三井化学大牟田工場～建老ＩＣまでの

時間短縮 （約1分短縮）

「整備効果」

安全な道路空間の形成

至 日出町



事 業 前 写 真

平成２０年１０月撮影

平成２０年１０月撮影

事業前写真２ 事業前写真３

平成２０年１０月撮影

至 明治町

至 日出町

至 日出町



事 業 後 写 真

平成２５年１２月５日

事業後写真２ 事業後写真３

平成２４年９月撮影

平成○年○月撮影

平成２４年９月撮影

至 日出町

至 明治町

至 日出町

至 明治町
至 日出町

至 明治町


